
～複合災害からの再生と創造の地で考える～

未来を創る次世代リーダーシップ

ふくしま 「ホープツーリズム」
○R

ホープツーリズムとは

世界で類を見ない「複合災害 (地震･津波･原子力)」を経験した

世界で唯一の場所 【福島県】

災害の事実・複合災害の教訓等から

持続可能な社会・地域づくりを探求・創造する

福島オンリーワンの新しいプログラムです

HOPETOURISM



３つの特徴と人材育成研修の分野

見る 聞く
＋

INPUT
① ②

施設見学、フィールドワークから
福島のありのままの姿を体験

復航に向けて果敢に
チャレンジする人々との対話

リスクマネジメント系
(リスク・危機管理・BCP)

問題解決・課題解決
(サステナビリティ分野)

コミュニケーション･マインド系
(イノベーション人材・次世代リーダー)

被災の事実を知り、企業における
八歳児の対応やBCPの実践から
自社の災害リスクへの備えを再確
認する。危機が発生した際の想定
外の事象・混乱発生時の対応力を
養う

・リスクマネジメント
・危機管理
・BCP コンプライアンス

震災により顕在化した様々な社会
課題、持続可能な社会の実現に向
け、自社事象や地域社会との共生、
環境への配慮など、未来に向けた
取り組みを考える。

・サステナブル全般
・地域の課題に関する解決検討
・地域社会との共生

害復興の過程で、逆境の中でも革
新的なアイデアを生み出し、挑戦
する地域の人たちとの対話を通じ、
従来の枠にとらわれず、新たな価
値を創造する。
自社のみならず、企業間・地域・異
業種等の連携を考える。

・コミュニケーション
・リーダーシップ
・イノベーション人材

HOPETOURISM

人材育成研修

大切にしている3つのポイント

考える③

震災・原子力災害の教訓を
未来(社会･地域･日常･自身)に活かす

OUTPUT



ツアーについて
HOPETOURISM

ツアースケジュール

日付

東京駅 発

上野駅 発

　<車窓視察>　双葉ICー双葉駅－中野地区

双葉町産業交流センター(F-BICC)

　レストランエフにて昼食

東日本大震災・原子力災害伝承館

  展示見学・フィールドワーク・語り部講和

浅野撚糸

Ｊヴィレッジ

ホテル発

中間貯蔵事業情報センター

とみおかワインドメーヌ

ワンダーファーム

いわき駅 発

上野駅 着

東京駅 着

品川駅 着   各駅到着後解散

  朝 ：  〇

  昼 ：  〇 いわき市のあるトマトのテーマパーク

 BBQのランチとトマト狩り体験

いわき

15:18

17:38

17:44

17:52

8:00

　浪江町請戸漁港で水揚げされた

　新鮮な魚介を使用した特製丼

　語り部講和やフィールドワークなど

　深く震災を体験できます. 

  撚糸工場見学と事業進出の経緯

　双葉町で働く若者の想いのお話

12:30

16:00

　夕食　懇親会

　　　　　参加者交流 意見交換
  夕 ：  〇

17:45

7:52

品川

地名 時間 交通機関 スケジュール 食事

いわき

1

東京

広野町

上野

  朝 ：   ✕

10:30 貸切バス いわき駅 発

<宿泊 : Ｊヴィレッジ>

11:45   昼 ：  〇

双葉町

9:30

　中間貯蔵事業、除去土壌等の再生利用

　及び県外最終処分をはじめとする福島の

　復興・環境再生の取組を体験

10:30富岡町

 復興へ取り組む福島県浜通り・富岡町

 の明るい未来を切り開く一つのカギと

 なるよう、ワインを核とした新たな

 まちづくりと、新しい農業への取り組み

 を行っています。

7:43 特急 特急ひたち号 品川駅 発

いわき駅 着

12:30

広野町

大熊町

8:45

福島で感じる希望
それは明日の成長の原動力

震災・原子力災害の被災地域をフィールドとした新しい研修プログラム

いわき市にあるトマトのテーマパーク
BBQのランチとトマト狩り体験



スケジュールのポイント

<双葉駅周辺>

2028年８月に避難指示が解除された
双葉町の駅周辺を車窓から見学します。
震災から14年経過した原発周辺地域の
ありのままの姿を見て頂きます。

車窓見学

<双葉町産業交流センター(F-BICC)>
<東日本大震災・原子力災害伝承館>

伝承館に隣接するF-BICC内で昼食
地震・津波・原子力災害という未曽有の
複合災害を経験した福島の記録や教訓、
復興の歩みを伝える施設です。

昼食
施設見学

<浅野撚糸 フタバスーパーゼロミル>

東日本大震災を機に、双葉町への事業
進出の経緯や双葉町で働く若者の想い
のお話し、一般見学では入ることのでき
ない撚糸工場内まで盛りだくさんです。

施設見学

宿 泊

<Jヴィレッジ>

1997年に日本初のサッカーナショナル
トレーニングセンターとしてオープン。
原発事故収束の拠点として営業休止と
なったものの、2018年7月に一部
2019年4月に全施設の営業を再開。
福島復興のシンボルです。

施設見学

<中間貯蔵事業情報センター>

中間貯蔵施設は、除染により発生した
土壌等を最終処分するまでの間、安全
かつ集中的に貯蔵するための施設です。
工事の進捗や除染土壌等の処理の流れ
を展示や映像等で学びます。

施設見学

<とみおかワインドメーヌ>

ワインを通じて富岡町の差一斉と地域
活性化を目指しています。
人口減少や産業衰退といった地域課題に
対応し、企業成長と地域再生を結びつける
モデルケースとして注目されています。

昼食
体験

<ワンダーファーム>

福島県いわき市にある「農と食の体験
ファーム」です。トマトの栽培から加工、
レストランや直売所、イベントなどを通じて
農業体験や食の楽しさを提供し、地域の
活性化や観光交流を促進する役割を
担っています。

HOPETOURISM



主催旅行会社

旅行企画 実施
HOPETOURISM

本社 東京支店
東京都大田区雪谷大塚町1-7
Tel   03-5499-3100

仙台支店
宮城県仙台市青葉区国分町3-4-33 仙台定禅寺ビル1F
Tel   022-211-0471

いわき支店
福島県いわき市好間工業団地20-1
Tel   0246-36-6151

当社は電子部品事業と車載情報機器事業を中核としたアルプスアルパイン株式会社の
全額出資会社です。

*「ホープツーリズム®」 は福島県観光物産交流協会の商標登録です。 承認番号(81S501)

atr-tyo-gd@jp.alps.com

https://www.alpstravel.co.jp/
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